
おかげさまで、2025 年度の事業を終えることができました。

サポートをいただいたみなさまに 心より感謝申し上げます。

サポーターのみなさま　ありがとうございました

2025年度  事業報告

 SA-YA「SHOGEN さんのゾウさん」

＊掲載させていただいた方々の他に、匿名希望のサポーターさま、個人サポーターさまもいらっしゃいます
           ＊こころのままの活動に参加する『色員（いろいん）さん』の手書き文字（＝色員フォント）を使用しています　　　

サポーター会員の
お申し込みはコチラから

＊敬称略・五十音順



日本財団助成事業

一般企業と就労支援事業所の連携による職場研修 自主事業・協力事業

団体奨励賞・個人賞（2名）

「怖いけど大好きなトイレ」
沼田 晃太朗

 「ふじのくに芸術祭 2025 障害者文化芸術部門 」

「ラブレター」
河野 芽衣

受賞

授賞式

静岡県芸術祭賞 奨励賞

実習後のアンケートを踏まえ、
保護者･行政･就労支援者らが
課題を話し合い、個々の特性
に応じた進路を検討しました。

就労を考える会職場実習
一般企業・公的機関・福祉関係団体を10 カ所選定。特別支援学校や支援学級、
職場実習がない高校に通う中高生の実習者を募り、合計20名の生徒をマッチ
ングして職場実習を行いました。今年度は縫製や清掃、飲食などの新たな職
種が加わり、実習内容の幅が広がりました。

サポーター：田方農業高等学校 ライフデザイン科 セラピーコース
                          沼津西高等学校 美術部
                          加藤学園高等学校 インターアクトクラブ

アートワークショップ
表現活動をする場として、全５回のアートワーク
ショップを実施。地域の高校生と交流しながら作
品を制作しました。特別支援学校などに通う児童
生徒･卒業生57 名、地域の高校生 84 名、企業より
2名ご参加いただきました。

学校の「探求学習」で『心のままアートワー
クショップ』を選択してくれた田方農業高
校３年生の４名。アートワークショップの
リーダーとして、サポーターのみんなを牽
引してくれました。毎年その役割を後輩に
引き継いでくれています。

2025.7.30　静岡新聞  「駐車場コンクリートにアート」
2026.1.8       沼津経済新聞 「パッケージ デザイン」 　　　
2026.2.13    沼津朝日新聞 「雅心苑 新商品 フィナンシェ」 　
2026.3.23　静岡新聞  「市長表敬訪問 (受賞の報告）」
2026.4.8      沼津朝日新聞  「市長表敬訪問 (受賞の報告）」

メディア掲載

こころのまま講演会

企業と事業所の協働や一般企業における障害者雇
用・就労への理解を深めるため、日本理化学工業の
大山社長を招いた講演会を開催。150名の方にご参
加いただきました。色員さん7名、地域の高校生 29
名が運営ボランティアとして参加してくれました。

「働く幸せ実現のために社員から教わったこと」

日本理化学工業株式会社
代表取締役社長

大山 隆久 氏

心のままアート展
千本プラザにて「アートワークショップ」で制作した作
品とサポートのストーリー、色員さんの日々の作品を展
示しました。

（河野米店・ストランズ・ここしあの港・田方農業高校などでも展示）

2025.5.18　　　三島ゆぅゆぅ祝祭管弦楽団   「第 7回 定期演奏会」　展示・販売　
2025.6.27~7.7　沼津仲見世商店街七夕祭り　「七夕飾り」制作・展示
2025.7.11    　　沼津市社会福祉協議会　「育児講座 ①」ファシリテーター
2025.8.7      　　 沼津市社会福祉協議会　「中高生交流事業」ファシリテーター
2025.9.25   　　 沼津市社会福祉協議会　「育児講座 ②」ファシリテーター
2025.10.5　　　三島ゆぅゆぅ祝祭管弦楽団   「第 8回 定期演奏会」　展示・販売
2026.1.21~1.25  静岡県文化政策課　「ふじのくに芸術祭 2025 障害者文化芸術部門 」
                                                                        東部会場  「こころのまま展覧会」特別展示
2026.1.30    　　沼津市社会福祉協議会　「育児講座 ③」ファシリテーター
2026.3.22　　　三島ゆぅゆぅ祝祭管弦楽団   「第 9回 定期演奏会」　展示・販売

法人WEB公式 LINE

協力

【演奏会】チケット係・プレゼント受付係・珈琲係

【七夕飾り】２m×２mの大きな作品を制作

【中高生交流事業】障害理解の講義と支援学校在学生とのアート活動

【育児講座】居場所・仲間づくり

● ●

就労支援事業所の見学

【4. 協働と定着のしくみ】　
　①働き続けるために
　②本人に合う働く場を見つける

【1. 企業について】　
　①品質と安全を守る仕組み
　②理解から始まる障害者雇用　
　③合理的配慮は特別なことではない

【2. 支援者について】　　　
　①多様な人材で支える
　②経営と現場をつなぐ

【3. 働く人について】　　
　①働く力の土台
　②特性が強みになる
　③働く力を育てる

一般企業の９名の方（経営者･現場の管理者･採用
担当等）が３カ所の就労支援事業所を訪問し、事業
所利用者の仕事を見学。作業後には、事業所の方を
含めた振り返りを行いました。また、障害者雇用・
就労に関する気づきを10本の動画にまとめました。

（協力）日本理化学工業株式会社
　　　  株式会社ドリームビレッジホールディングス
　　　  株式会社アイ・リンク スターズビレッジ
　　　  株式会社ぴーす
　　　  はたらくしあわせ　　　　

動画はこちら（制作）磯村拓也


